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○職員の服務の状況
　・年次有給休暇の状況について（平成28年）

平均取得日数 消　化　率
5.2 日 13.1%

　・育児休業および部分休業の状況について（平成28年度）

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

うち両休業
取得者数

男性職員
－ － －
－ － －

女性職員
－ － －
1 － －

計
－ － －
1 － －

　（注）上段は平成28年度に新たに取得した人数、下段には平成27年度
　　　 以前から引き続き取得している者の人数です。

○職員の研修および勤務成績の評定の状況
　【研　修】　
　 　複雑化する行政課題に柔軟かつ的確に対応でき、時代に即した質の高い行政サービス

を提供できる職員を育成すべく、計画的に和歌山県市町村職員研修協議会等に職員を派
遣しています。

　【勤務成績】　
　 　職員の職務で発揮された能力や業績について、毎年評価を行い、昇格・昇級・勤勉手

当などに反映させています。

○職員の福祉および利益の保護の状況
　【公務災害・通勤災害の認定件数】

（平成28年度）
件数

公務災害 －
通勤災害 －

　【措置要求などの条件】
（平成28年度）
件　数

勤務条件についての措置要求 －
不利益処分についての不服申立 －

　
　【職員の健康診断】　
　 　職員の健康状態の把握および健康障害や疾病の早期発見のため、年１回健康診断を実

施しています。

○障害者雇用率
法定雇用率（障害者の雇用の促進等に関する法律） 本町における雇用率（平成 28 年６月１日現在）

2.30% 1.33%
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

●
収
集
日
以
外
の
日
に
、ご
み
が
出

さ
れ
て
い
る

●
通
り
す
が
り
で
ご
み
を
出
し
て
い
く

の
で
、地
元
の
人
の
ご
み
が
入
ら
な
い

な
ど
と
い
っ
た
内
容
の
声
が
よ
く
役

場
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。ご
み
集
積
か

ご
は
、地
元
で
管
理
す
る
地
元
の
方

の
た
め
の
か
ご
で
す
。ご
み
は
、お
住

ま
い
の
地
区
で
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、収
集
日
以
外
に
ご
み
を
出

さ
れ
る
と
、不
法
投
棄
の
も
と
と

な
っ
た
り
、地
区
の
環
境
も
悪
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。ご
み
は
、お
住
ま

い
の
地
区
で
、決
め
ら
れ
た
日
・
決

め
ら
れ
た
時
間
・
決
め
ら
れ
た
場
所

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」に
基
づ
き
、戦
没
者
等
の
遺

族
の
方
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金（
第

十
回
特
別
弔
慰
金
）を
支
給
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
４

月
１
日（
基
準

日
）に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」や

「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」等
を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）が
い
な
い
場
合
に
、次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１�

．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の

　
　

①
父
母

　
　

②
孫

　
　

③
祖
父
母

　
　

④
兄
弟
姉
妹

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係
を
有
し

て
い
る
事
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

４�

．
前
項
の
１
か
ら
３
以
外
の
、戦

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、

姪
等
）

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す

支
給
内
容　

額
面
25
万
円

�

５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

請
求
窓
口

住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）

■
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

　
戦
没
者
等
の
死
亡
後
に
生
ま
れ
た

孫
は
、支
給
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
１

　

特
別
弔
慰
金
は
、「
弔
慰
」の
意
を

表
す
る
と
い
う
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族（
三
親
等
内
）を
対
象
と
し
て
い
ま

す
の
で
、戦
没
者
等
の
死
亡
後
に
生

ま
れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２

　
国
債
の
償
還
金
は
、い
つ
、ど
こ
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
２

　

特
別
弔
慰
金
の
支
給
は
、無
利
子
の

記
名
国
債
に
よ
り
行
わ
れ
、平
成
28
年

か
ら
毎
年
１
回
、償
還
日（
４
月
15
日
）

以
降
に
均
等
に
支
払
い（
年
５
万
円
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

償
還
金
の
支
払
い
を
受
け
る
場
所

は
、請
求
手
続
き
の
際
に
、ご
希
望
の

郵
便
局
等
を
指
定
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
た
は
、和
歌
山
県
援

護
担
当
課（
☎
０
７
３･

４
４
１･

２
４
７
６
）ま
で
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に

　

決
め
ら
れ
た
場
所
に

�

出
し
ま
し
ょ
う

「
戦
没
者
等
の

遺
族
に
対
す
る
弔
慰
金
」

�

の
ご
案
内


